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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 3月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 13 ） （ 12 ）

◆高齢者福祉・介護保険事業
①高齢者・障がい者・子どもなど対象者に関わら
ず相談支援などを包括的に行う仕組みや、必要
な福祉人材の育成・確保についての考えは。
②トータルサポート体制の構築には、地域を基
盤として住民、保健福祉の関係者、行政が一体と
なって取り組む体制が必要だが、見解は。

長寿健康部長 ①福祉情報を一元的に管理する
システムを活用するとともに、福祉こども部と
長寿健康部が連携を密にして、総合的に支援す
る体制の構築を図る。支援体制を支える人材の
育成と確保が必要であり、職員各自が担当する
分野にとどまらず、ほかの制度も習熟するよう、
福祉制度の網羅的な研修を実施する。また、十分
なサービスを提供するため、介護従事者の確保
に係る支援も必要である。
福祉こども部長 ②地域福祉活動が大変重要な
位置を占めるとともに、状況に応じて医療や公
的福祉サービスにつなぐ必要性がある。市のト
ータルサポート体制のみならず、保健福祉の関
係者、そして地域住民の協力体制の構築が今後
ますます重要になってくる。

その他のテーマ

▶トータルサポート体制
▶教育機会確保法
▶東中学校の跡地利用の考え方

◆狭山市の素晴らしい教育環境について
　①耐震、②空調、③トイレの整備の状況は。
生涯学習部長 ①平成27年度ですべての小中学
校の校舎や体育館の耐震工事が完了した。
②29年度に予定している堀兼中学校と山王中
学校の改修工事により、すべての小中学校で冷
暖房機能を備えた空調設備の改修が終了する。
③入間野中学校、狭山台中学校、山王中学校で、
それぞれ１系統の全面改修と、老朽化した富士
見小学校の１か所を全面改修した。29年度以降
も、順次改修を行い、教育環境を整備していく。

◆徘徊・認知症の高齢者や家族の問題
　認知症による徘徊高齢者への対策は。
長寿健康部長 警察からの依頼による防災行政

無線の活用のほか、徘徊高齢者を早期に発見で
きるように、ＧＰＳなどによる位置情報確認機
器の利用に際し加入金と充電器代の一部を助成
している。また、二次元コード付シールの活用
は、身元を確認する上では便利であるが、個人情
報に配慮する必要があり、先進市の状況を確認
しながら、早期の導入に向けて検討していく。

その他のテーマ

▶狭山市役所の温暖化対策目標
▶ようやく導入みなし寡婦控除
▶貧困な母子家庭に家賃扶助を

◆まちの無電柱化を目指して
①無電柱化を推進するにあたって、現状での課
題と展望は。
②官民連携による電線地中化の低コスト化を求
めるが、見解は。
都市建設部長 ①現状では多額の費用負担が必
要となり、その財源をいかに確保するかが課題

である。今後、国や関係事業者などにより、電線
類を地下に埋設する簡便な方法や建設費用を縮
減するための方策などの研究・技術開発が進め
られ、また行政の協力のもと、民間事業者が自ら
の資金で、主体的に電線地中化を行っていくこ
とができれば、無電柱化の促進につながるもの
と考えている。
市民部長 ②国と関連事業者などで構成する「無
電柱化低コスト手法技術検討委員会」で、諸外国
の無電柱化手法の主流とされている直接埋設方
式の実証実験が行われるなど、低コスト化に向
けた検討が行われている。また、無電柱化の推進
に関する法律では、コストの圧縮に向けて官民
連携で技術開発を推進するとしているため、今
後、国などの動向を注視していきたい。

その他のテーマ

▶ＬＰガス協会と防災協定を
▶防災士養成の後押しを
▶総合的な交通事故防止対策を

◆小規模校になった学校の支援策は
　入間川中学校の課題と支援策について、どの
ように考えているのか。
生涯学習部長 学級数の減少で教員数が少なく
なること、部活動の顧問や部員の確保が難しい
ことから部活動に制約が生じていることが課題
である。臨時加配教員（県費）を配置するととも
に、派遣非常勤講師（市費）を常時派遣し、対応し
ている。部活動は、近隣の中学校と合同で行うこ
となども含め、学校と緊密に連携を図りながら
対応する。

◆将来の小・中学校のあり方について、小規模校
になった学校の支援策は
　学校現場の現状を捉えて、狭山市の教育の将

来をどう考えているか。
市長 公教育の果たす役割は非常に大きいと感
じている。さやまっ子たちが、変化の激しく厳し
い時代を生き抜く力を身につけ、希望を持って
夢を実現できるよう必要な教育環境を整え、豊
かな人間性と創造性を備えた人材を育成してい
くことは、私たちの使命と思っている。

その他のテーマ

▶入間川中学校生徒減の要因は
▶入間川中学校などの支援策は
▶将来の学校施設のあり方は
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「教育するなら狭山市で」
狭山市　教育環境日本一
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齢社会を目指す
加賀谷　勉（公明党）

無電柱化で安全かつ災害に
強いまちを！
齋藤　誠（公明党）

入間川中学校などの
小規模校の早期解消を

太田　博希（創造）


